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③ ゲンタマイシンと S1P受容体アンタゴニスト同時投与群における caspase 3, 9の発現について 
コントロール群（薬剤負荷なし、48時間）、ゲンタマイシン単独投与群（ゲンタマイシン
35μM負荷、48時間）、ゲンタマイシンと S1P受容体アンタゴニスト同時投与群（ゲンタマ
イシン 35μMおよび S1PR2アンタゴニスト 100μM負荷、48時間）を作製し、cleaved caspase 3



















報告されているが、今回の実験においてもゲンタマイシン投与により caspase 3 ,9活性化を認め
た。さらにゲンタマイシンと S1PR2アンタゴニスト同時投与群においてはゲンタマイシン単独












平成 26年 6月 30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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